


















昭和41年 園舎全景

現在の園舎昭和43年 第１回卒園式

現在の園舎

▶人とつながり　ともに育ちあう
少子化が進む中、認定こども園としての教育方針を基盤としつつ保護者の就労状況やニーズに合せた保

育が求められています。本園ではこの時代だからこそ、特に「人とのつながり」を軸とした教育・保育を行っ
ています。さまざまな年齢の子どもたちが混ざり合い過ごす中で、年上の子どもたちへは憧れを、また年下
の子どもたちへは思いやりを自然に育んでいます。社会性やコミュニケーション能力の基礎を築く大切な時
期に、温かな環境の中で子ども同士がかかわり合い、ともに育ちあえる教育・保育活動を推進しています。

常葉大学附属 とこは幼稚園60年の歩み
▶  あの日の願いは、今もここに
昭和41年４月、常葉女子短期大学（現・常葉大学短期大学部）の附属幼稚園として、北安東の地にとこ

は幼稚園が産声を上げました。（平成20年に城北に新築移転しています。）
開園当初の記録には、保護者と一緒に園庭の石拾いを行ったことが残されており、多くの人の力と願いに

よって幼稚園が形づくられていったことが伝わってきます。
創立者である木宮泰彦の「精神的にも身体的にも、さらに社会的、情緒的にも十分な発達をさせたい」と

いう強い思いの中に、よりよい幼児教育を目指そうとする熱意と信念がうかがえます。
園舎や園児数、保護者のニーズ、保育時間など、社会の変化とともに幼稚

園を取り巻く環境は大きく変わりましたが、創立者の思いを大切に受け継ぎな
がら、園児たちが遊びを通して考えたり発見したり、挑戦したりする体験を重ね、
達成感や自己充実感、自己肯定感など「生きる力」のもとを十分培うことが
できるよう、質の高い保育を目指すとともに、地域とともに歩み、園児たちや
保護者、職員の笑顔あふれる園であり続けたいと思います。

昭和41年4月1日開園（園児数31人）　⇒　令和8年５月現在（園児数181人）

園長　 池田 美穂

創立80周年を迎え、その先へ

▶直接体験を通した遊び（学び）
とこは幼稚園では、「直接体験を通した遊び（学び）」を大切にし、子どもたちの主体性や豊かな感性を育
む教育活動を行っています。園庭では、泥んこ遊びや砂場遊び、水遊びなど、季節や自然に触れながら思い
きり遊んで楽しんでいる姿がよくみられます。子どもたちは、友達とともに川や山を作ったり、水の流れを工
夫したりする中で、発見する楽しさや考える力を深めています。また、遊びを通して自分の思いや考えの違
いに気づいたり、自分の思いを伝えつつも相手に寄り添う気持ちを持ったりして相手を思いやる気持ちや協
力する姿も育まれています。これからも、一人ひとりの「やってみたい」という気持ちを大切にしながら、心
と体の成長につながる教育活動を大切にたくさんの実体験を取り入れていきたいと思います。

常葉大学附属 たちばな幼稚園56年の歩み
▶  開園時から受け継がれる教育の歩み
昭和45年、当時は希少な制服のない幼稚園として開園しました。制服で統一して個性を埋没せず個性を尊重する教育を貫くことが

理由の一つです。また、園児の興味・関心や意欲を踏まえ、自らが選び発展させる遊びから自発性・主体性を養い、運動やリズム遊
びなど友達と取り組む集団遊びを通し、社会性・協調性等を養う自由と集団のバランスのとれた保育を計画的に実施していました。平
成30年に幼保連携型認定こども園に移行し、生後８カ月から就学前の園児までが通う園となり形式は変わりましたが、開園当初より継
承している「個性尊重」「自由と集団のバランス」を重点におき、未来に向かう子どもたちの生きる力の土台を大切に育んでいきます。

昭和45年4月1日開園（園児数100人）　⇒　令和8年５月現在（園児数186人）

園長　 松浦 秩保子

昭和45年 園舎全景開園当初 園児に話しかける園長

幼保連携型認定こども園

幼保連携型認定こども園
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